
 

平 成３０年  ４月１０日 発 行   

愛知県 自動車 車体整備協同組合  

                                 発 行 責 任 者：諸 戸 行 雄  
 

                                                

 

第26回教育委員会と第31回事業委員会が３月１５日（木）１５時から 

名古屋市民会館で開催されました。委員会には、１１名の出席があり、 

飯島圭一教育委員長の挨拶に続き、主な決定内容は、 

①先進安全自動車対応車体整備士研修の第１回目を６月２４日（日）に 

名古屋市民会館で実施する。 ②終了後、見える化委員会を開催して、 

次の開催予定を検討する。  ③特認部会・推奨部会及び教育委員会の 

合同研修会を秋に開催する。 ④平成３０年度は車体整備士養成講習を 

開講しない。 ⑤事業委員会と合同も視野に入れてエーミングの講習会を実施したい。 

 

また、第３１回事業委員会には、伊藤委員長はじめ１２名の出席があり、主な委員会決定内容は、 

ホームネットカーズ（株）より賛助会員加入希望があったので、  

事業委員会として新賛助会員に推薦し、理事会に提出する。 

次年度の活動計画として 

①賛助会員との意見交換会を１１月初旬頃に実施する。 

②賛助会員の展示会を設定する。 

③賛助会員全員と交えての事業委員会を７月に開催する。 

（多くの賛助会員に出席願い、賛助会員との意見交換会、 

展示会及び会社工場訪問の検討をする。） 

④教育委員会と合同を視野に入れてエーミングの講習会又は、自動ブレーキ運転実車体験を実施したい。 

⑤その他、教育委員会と共通事項として、事務局より  

・２９年度支部活動費について・日車協連からの経営実態調査集計表についてのお願い。 

・２９年度に開催した各支部会、部会の回数、開催日、参加人数及び次年度各支部会、部会、委員会 

開催予定の年間行事予定一覧表への記載のお願いについての協力依頼があった。 

なお、詳細は、ＨＰに掲載しましたのでご覧下さい。（https://www.aishakyo.jp/news/topics1/） 

両委員会終了後には、会議で疲れたノドを潤そうと、理事、支部長も加わり２８名の参加者のもと 

懇親会が行われ大いに盛り上がりました。 

 

第３回ＨＰ検討会が３月１５日（木）、名古屋市民会館で全員 

の出席があり開催されました。 検討会での主な内容は、   

・バナー掲載は基本的には本年度の掲載社を優先する。 

・追加申し込みの案内を発信し、申し込みがあれば受け付ける。         

・バナーの掲載順は、数ヶ月毎に変更する。 

・今後は、内部向けＨＰと外部向けＨＰとを分けて構成し、 

スマホの普及に向けてレスポンシブ対応となるよう検討する。 

・新着情報を直ぐに更新しているので、愛車協ＨＰの新着情報を閲覧していただきたい。 

・アクセス数は増加しているが、組合員の閲覧数は少ないので、アクセスの内身を確認し検討する。 

 



 

第２回見える化委員会が３月１５日（木）１４時から名古屋市民会館で開催されました。 

全委員出席のもと①来年度の先進安全自動車対応優良車体整備事業者 

講習会について②保険業界等外部へ出向いて、認定事業者の優位性等 

存在をアピールする活動展開を行う。・・・等々、議論されました。 

引き続き第２７回正・副理事長会が開催されました。事務局より 

①２９年度支部活動費を１支部員当たり３千円を還元する。 

②通常総会時に当日出席していただいた組合員等に粗品を進呈したい、 

との提案がありいづれも承認されました。また、４月の理事会等の日程調整を行いました。 

 

愛知県の車体・電装品・タイヤの特殊整備工場部門３団体で構 

 成する連絡会が、３月２７日（火）午後から名古屋市民会館で中 

部運輸局自動車技術安全部「永井啓文」部長及び「梅藤博幸」 

整備課長をお迎えし開催されました。 

これには、各組合の理事長（タイヤは専務理事）、事務局全員が 

出席して、各組合の概要、課題・要望等を熱心に報告しました。 

続いて、永井部長より、挨拶及び整備技術の高度化検討会等の 

講話があり、梅藤整備課長からは平成３０年度予算主要施策及び 

車体整備技術の高度化等々についての講話がありました。 

永井部長は、「自動車整備業界は、いずれも人材不足であり、当局としても人材確保に努めていきたい。 

今後とも実りある連絡会としてほしい。」と、エールを送られました。  

また、次回の三特会には、各青年部代表も参加して具体的な実践を検討していくことになりました。 

 
各支部におかれましては、支部活動にご尽力願い誠にありがとうございます。 

既に、ご案内しましたが、年々収入源の減少により支部活動費捻出に余裕のない 

状況ですが、本年度は、１支部員当たり３千円の支部活動費を還元させて頂きます。 

（各支部の数は、２９年４月現在の支部員数とします。） 

財政厳しい中、一回のお弁当代にしかなりませんが、どうか有効にお使い下さい。 

 
未だに二層式の洗濯機を使っている友人がいる。全自動式の方が便利なのに 

「慣れているからと・・・しかし、本音は全自動式は多くのモードがあり操作が 

覚えきらないからと・・」周囲から見れば不便そうでも、当人からすれば何の 

問題も無い。この傾向は、年齢が上がる程強くなり、「頑固」と思われがちですが、   

実は、新たな知識を習得するのが苦手になってきたのでは・・・ 

ナルホド・・・。車も同じかなあ。・・・ナルホド、 

小生何ぞ、今の車は機能が沢山あり、操作が判りにくく苦労しています。 

益々年齢を重ねると運動能力も低下するため、高齢ドライバー向けに自動ブレ 

ーキ等安全機能を十分充実させ、その他の機能は全くシンプルな車だと楽なのになあ・・・と。 

 すっかり桜も散り、新しき３０年度が始まりました。が、これから事務局では決算書作成、監事監査、

理事会、総会資料作成等々・・・準備に大わらわの新年度スタートです。 (>_<)m(_ _)m （ｙ．ｍ） 




